
CAREER CENTER GUIDEBOOK 2024



͝　　ѫ　　ࡰ

　ཱから１４３年、明治大学は建学のਫ਼神で
͋Δʰݖརࣗ༝ʱh ಠཱࣗ治ʱに͖ͮج、各時
代のཁにରԠで͖Δ༗ҝな人ࡐの育にΊ
͠·りࢀͯ ͨ。͜の間にૹりग़ͨ͠ଔ業生は６０
ສ人を͑、国の内外、ࣾ会のࢸΔྖҬで重ཁ
かͭ多໘తな活༂を͠、ࣾ会తに高いධՁをい
ͨͩいͯおり·͢。ੈքنのײ、ࡂછ、
ઓ૪なͲのを๊͑Δݱ代ࣾ会においͯ、本
学では、͜れらのہをりӽ͑ಘΔ知の造
をਪਐ͠、時代をมֵͯ͠ いく人ࡐを育͢Δ
ͨΊの重ཁなபͱ͠ ͯ学生支援をҐஔ͚ͮͯお
り·͢。

　人生の台を形͢Δ学生時代からࣾ会Ӌͨくస期ͱなΔ大学生活においͯ、キャ
リア支援ͱब職支援は人生１００年時代をݟਾ͑ͨͦのޙの人生に重ཁなׂをՌ͠·͢。
本学では学生一人ͻͱり͕「ೲಘのいくब職」͕で͖Δよ͏ 、学年にԠͨ͡支援、ͦ ͯ͠ ༷ʑ
なஈ階でඞཁな支援͕受͚られΔମ੍を͑Δͱͱもに、ا業・ஂମ༷ͱのڮ͚ݒになΔ
支援にྗをೖれΔಠࣗの取りΈをਪਐͯ͠ おり·͢。

　キャリアデβインではૣ期からকདྷのࣗ分の生͖ํを͑ߟ、ಇくҙٛを理ղ͢Δ͜ͱ͕大
高学年ではより۩ମతな業、͠ࢪを࣮ࣄߦΔ͑ߟで͢。ͦのͨΊ、学年からキャリアをࣄ
ք研究、グルーϓディスカοション࠲ߨにஈ階をͬͯ スςοϓアοϓで͖Δମ੍を͑ͯ
い·͢。支援のபは૬ஊ、支援ࣄߦ、情報ఏڙなͲになり·͕͢、͜れら͕ݸʑのঢ়گに
Ԡͯ͡受͚られΔよ͏ に、ݸผ૬ஊではର໘ܕͱオンライン２０２３）ܕ年２２６００ճ）
をซ༻͢Δ΄か、「手࡞りの支援」をϞοトーͱ͠ ͨब職支援ࣄߦにお͚Δ動ը信ライ
ブ信（ಉ３８０ճ）のಋೖなͲもߦい、大͖なՌを্͛ͯおり·͢。

ஂ・業ا、ͨ·　 ମ༷ͱのڮ͚ݒになΔ支援ͱ͠ ͯब職キャリア支援シスςム「.-$BSFFS（Τ
ム・キャリア）」͕͋り·͢。͜のシスςムでは、ا業・ஂମのօ༷にٻ人情報をは͡Ί、
会ࣾઆ明会インターンシοϓ（各種ࣄ理ղイベント）の情報を؆୯に͝ొい͚ͨͩ
·͢ので広く͝ 活༻ࣀれれͱଘ͡·͢。おӄ༷にͯ、ࡏݱ３８０００ࣾのا業・ஂମ
༷͕͝ొ下さり、２０２３年は２９００݅を͑Δٻ人をいͨͩく͜ ͱ͕で͖·͠ ͨ。
一ํ、学生は本シスςムをར༻ͨ͠ٻ人情報のࡧݕ、大学のݸผ૬ஊのਃࠐ各種支援ߦ
の情報֬ೝなͲ、ޮతにब職活動に取りΊΔよ͏ࣄ になͬͯ おり·͢。ޙࠓも͜のシス
ςムを一層活༻͠、ا業・ஂମ༷ͱ本学ٴび本学学生ͱの関をよりਂΊΔͱͱもに、ब
職キャリア支援の࣭向্をਤͬͯ ·いΔॴଘで͢。

代ࣾ会ならではのにରቂͯ͠ݱもޙࠓ　 いか͟Δをಘないঢ়͕گଓく͜ ͱͱࢥΘれ·͢
͕、明治大学で「ݸ」をຏ͖、人間ྗをᔻཆͨ͠学生ͨͪは、ࣾ会の͋らΏΔ໘でಉ
৺ྗڠの理೦のもͱ、ະདྷをओମతにりいͯいく人ࡐͱ͠ ͯ活༂ͯ͠ くれΔはͣで͢。
　͜れからもஂو・ࣾوମͱの良͖͝ԑを育Μでいくよ͏ਚྗͯ͠ ͱもޙࠓ、り·͢のでࢀ
ԿଔよΖ く͠おئいਃ্͛͠·͢。

ब職キャリア支援ηンター長
石　णዳ
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１４０年を͑Δྺ࢙を༗͢Δ明治大学。

ͨ、を生͖ࠓくڧ」 く·͠く明日をͭくͬͯいく人ࡐを育ͯΔ」ͱい͏建学のਫ਼神は、

。͢·ঝされͯいܧく͢Δͱい͏理೦にڧを「ݸ」

ओなब職キャリア支援スケジュール　

学部・大学院

学部հ

大学院・専門職大学院հ

業種ผब職ঢ়گ

ग़地ผଔ業生数・U ターンब職ऀ数

ब職キャリア支援ηンターの͝Ҋ内

͝ѫࡰ

明治大学のब職キャリア支援

ओなब職支援

学年支援　
3・4 年生（院 1・2 年生）支援
ಛతな支援

ब職キャリア支援ηンターの３ͭのػ

C O N T E N T S
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ʮݸʯのকདྷΛಋ͘
明治大学の就職キャリア支援

明治大学ɺキャリア支援׆ಈڭ職һʹΑΔαϙーτମ੍のॆ࣮͕͘ߴධՁ͞Εɺ
་͕બͿʮ就職ʹྗΛೖΕ͍ͯΔ大学ʯϥンキンάͰɺڭಋࢦのਐ࿏ߍߴ

̍̐ 年࿈ଓ̍Ґʹબ出͞Ε͍ͯ·͢ɻ

数ࣈͰݟΔ（2023年）

l就職の明治zͳΒͰのαϙーτྗͰ
学生ҰਓͻͱΓ͕ະདྷΛ͔ͭΉྗΛ͚͍ͭͯ·͢ɻ

༗ྗا業をは͡Ίͱͨ͠多くのا業の
օ༷からٻ人情報をいͨͩいͯい·͢。

2,900Ҏ্
人݅数ٻ

ਐ࿏શൠに関͢Δ͜ͱからબߟରࡦ·で
多ࢬにΘͨΔ૬ஊにରԠͯ͠ い·͢。

22,600
学生૬ஊ݅数

多くのا業ஂମ͕࠾༻活動のͨΊ
にདྷ๚され·͢。

740
དྷ๚ا業数

年間を通ͯ͡、༷ʑなرਐ࿏に合Θ
ͤͨ෯広い支援ࣄߦをͯͬߦい·͢。

380
支援ࣄߦ

ಋ　ࢦ

キャリア
σβΠン

別૬ஊݸ

支援ࣄߦ

　ใ

Πンターン
γοϓ

明治大学の就職支援ͱ
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3・4年生（院1・2年生）支援学年支援
ΒのキャリアσβΠンΛతͱ͔͠ظૣ
キャリアΛ͑ߟΔͨΊの֤種ࣄߦΛ࣮ࢪɻকདྷのࣗの生͖ํΛ͑ߟɺ
ಇ͘ҙٛΛཧղ͢ΔͨΊのڭҭΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

学内業ք研究会
ब職活動スケジュールからؑΈͯا
業ͱ学生ํにͱͬͯ༗ӹなػ会を
ग़で͖Δよ͏にࢼΈͯい·͢。ର
໘・オンラインに༷ͯʑなイベント
を設ఆ͠、झࢫにԊͬͨا業༷か
らྗڠをࣀり։ͯ͠࠵おり·͢。

４年生支援
ૣ期બߟにରԠͯ͠ 、３年生ޙ期か
ら各種支援ࣄߦを࣮ͯ͠ࢪ い·͢。
બߟをਐΊΔ্でのٙ不҆をղ
ফ͢ΔηミナーにՃ͑、ا業・ஂମ
༷に͝ྗڠい͖ͨͩ学内ا業આ明会
を࣮͠ࢪ、マοチングのػ会をఏڙ
ͯ͠ い·͢。

グルーϓディスカοション࠲ߨ
ڠ୲ऀ༷に͝༺࠾業・ஂମのا
ྗい͖ͨͩ、lグルーϓディスカοショ
ン࠲ߨz を࣮ͯ͠ࢪおり·͢。ا業
のํから՝設ఆͱディスカοショ
ンޙにフィードバοΫいͨͩく͜ͱ
で、学生͕࣮ફతにબߟରࡦを͏ߦ
͜ͱ͕で͖Δػ会をఏͯ͠ڙ い·͢。

ٖ໘会
ڠ୲ऀ༷に͝༺࠾業・ஂମのا
ྗい͖ͨͩ、lٖ໘会z を࣮ࢪ
ͯ͠おり·͢。
本൪さな͕らのงғؾの中での
ٖ໘・࠾༻୲ऀ༷からのフィー
ドバοΫは、学生にͱͬͯ多くのؾ
͖͕ͮ͋り、ޙࠓのब職活動に向
͚大͖なྐͱなͬͯおり·͢。

い͖ͨͩ、ओに学年をରͱͨ͠1#Lྗڠ୲ऀ༷に͝༺࠾業のا 形ࣜのイ
ベントを࣮ͯ͠ࢪい·͢。ا業༷よりςーマをఏࣔい͖ͨͩ、ͦれに͖ͮج学
生͕ディスカοションをߦい、ϓレゼンςーションをߦい·͢。学生は༩͑ら
れͨςーマをجにٞͯ͠いくաఔで、業ք・ا業の研究ํ法を学び、ディ
スカοションͱ࠾༻୲ऀ༷のフィードバοΫを通ͯ͠、チームビルディング・
ٞのΈཱͯํを学び·͢。ϓレゼンςーション終ྃޙは、ޙࠓの学生生
活のඪ設ఆをߦい、次のアΫションに͛ܨられΔよ͏にଅͯ͠い·͢。

1#L（1SPKFDU #BTFE LFBSOJOH）ϓログラム

ओͳ就職支援

ຊ֨Խ͢Δ就職׆ಈʹ͚ɺ
ձΛΔ・身ʹ͚ͨྗΛアτϓοτ͢ΔΛଟ数༻ҙɻࣾ͘
χーζʹԠͨ͡就職支援Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ

.FJKJ JPC TSJBM（学年ݶఆब業ମݧϓログラム）
２０２２年から、学部１・２年生ݶఆのब業ମݧϓログラムを࣮ͯ͠ࢪい·͢。
ब職キャリア支援ηンター͕準උͨ͠ࣄ前研म՝受ߨ・՝ఏग़ޙ、夏季
休業期間中にا業でのब業ମݧにࢀՃ͠、ͦのޙ૬ஊһͱのৼりฦり໘ஊを
を͢Δ͜ͱで、学業໘生活໘でݧ学年時に͜のよ͏なब業ମ。͢·͠ࢪ࣮
のඪをཱͯΔ͜ͱを支援͠、ଔ業ޙのキャリアにͭいͯૣくからݕ౼͢Δػ
会をఏͯ͠ڙい·͢。
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ಛతな支援
に合Θͤͨ「ݸ」

内ఆऀによΔ支援
内ఆをಘͨ学生͕ࣗらの経ݧをޙഐにؐ͢ݩΔ͜ͱを
తに、内ఆऀによΔ「ब職支援ࣄߦ」を࣮ͯ͠ࢪおり·
͢。ब活生からは、ࣗݾ分ੳのํ法業ք・ا業研究の
ਐΊํ、なͥͦの会ࣾにೖࣾをܾΊͨか、ۙでब職
活 動 をͨ͠ ઌ
ഐにͩからͦ͜
ฉ͖ͨい多くの
࣭  ͕ د ͤら
れ·͢。

ཹ学生支援
日本でのब職をر͢Δ外国人ཹ学生をରにब職活
動支援をͯͬߦい·͢。日本のಠಛなब職活動を理ղ
͢ΔͨΊのΨイμンス業ք研究・ࣗݾ分ੳ࠲ߨ、ビジ
ネス日本ߨޠ
ࡦ໘ର、࠲
ࢪを࣮࠲ߨ
͠、外 国人ཹ
学生のब職活
動をサϙート
ͯ͠い·͢。

経済長ஶ͠い東南アジアで金融サービスをల։͢Δا
業（日経ا業ݱ地法人ؚΉ）からܹ͠くมԽ͢Δマーケο
トの中で、h 金融ͱ小売の融合をςーマにͨ͠কདྷのビジ
ネス のɦࡏりํを、オンラインで࣮際のビジネスのݱに
ϓログラム͏ߦఏҊをن部ࣾһに新װ、Ճ͠な͕ら学びࢀ
で͢。他大学の学生もࢀՃ͢Δ中で、ランμムに݁され
ͨチームでఏҊをڝい·͢。ఏҊに向͚ͯ、学生は金融業
քの理ղをਂΊ、フィールドϫーΫ、リサーチ、ূݕを܁り
ฦ͠、ا業関ऀのํのフィードバοΫでブラοシュアο
ϓを重Ͷͯい͖·͢。ϓログラムを通͡ا業の業務理ղを
ਂΊΔͱ共に、地Ҭ文Խ・෩の理ղ、グローバルߟࢥの
ৢ、ا業ͱͯ͠のࣾ会తׂの理ղをਂΊ·͢。

1#L インターンシοϓܕ

ࢀ
Ճ
࣮


ベトナム
■ϗーチミン

中国
■্海

タイ
（オンライン）

インドネシア
■ジャカルタ

マレーシア
■Ϋアラルンϓール

香港
（オンライン）

学生ҰਓͻͱΓʹ߹ΘͤͯɺキャリアσβΠンΛపఈతʹαϙーτɻ

「े人े৭の明大生」は、学年の͏ͪからࣗのキャリア
にͭいͯҙࣝ͠、ॆ ࣮ͨ͠学生生活をૹれΔよ͏、ઌഐୡ
のキャンパスライフをͨ͠ࡌܝ 8FC サイトで͢。ࡏ学生ࣗ
͕、͜れからの学生生活のૹりํを͑ߟΔ্でのώント
͖ͬか͚を༩͑Δ͜ͱをతͱ͠ ͯおり、「.-$BSFFS」্
で公։ͯ͠い·͢。

人ेे ৭の明大生

ো͕い学生支援
「コミュニケーション͕ۤ手な学生向͚Ψイμンス」から
。͢·り、ো͕い学生のब職活動શൠを支援ͯ͠い·࢝
ಛにো͕い࠾༻でのब職活動をࢤ͢Δ学部３年生・
院1年生向͚には、夏季休業中を中৺にオンラインࣄ
ମݧا業インターンを࣮ࣄ、͠ࢪ理ղを支援ͯ͠い
·͢。

̪̞ タ̟ーンब活イベント
̪̞ ̟ターンब職をر͢Δ学生にରͯ͠、̪ ̞̟ ターンब
活の知ͬͯお͖ͨいϙイントを·ͱΊͨΨイμンス、̪ ̞
̟ターンब活をͨ͠ઌഐͱの࠲ஊ会を࣮ͯ͠ࢪい·͢。
Ψイμンスでは、地ํا業イベントの情報ऩूํ法
よく͋Δࣦഊྫ、̪ ̞̟ ターンब活を͢Δ্でのϙイント
を͑ͯい·͢。·ͨ、࠲ஊ会は࣮際に̪̞ ̟ターンब活
をମͨ͠ݧઌഐに、ؾになΔ͜ͱを࣭ग़དྷΔͱ
ͯ͠い·͢。

ओͳ就職支援
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詳細はM-Careerの
特設ページをチェック

M-Career

本学ಠࣗのٻ人情報ࡧݕシスςムh .-$BSFFS をɦར༻͠、ݸผ૬ஊ、大学情報（ब職支援イベント、ब職活動報ࠂॻ）およ
びஂو・ࣾوମの情報（ٻ人情報、イベント情報）をスピードײをもͬͯ 学生にఏͯ͠ڙ い·͢。ͥ ͻアカントొ（ແ
ྉ）の্、情報のアοϓデートをਵ時おئいいͨ͠·͢。なお、0#0( ໊はアοϓロード͕で͖·ͤΜので、お手数で
͕͢、ब職キャリア支援ηンターに͝連བྷくͩさい。

就職キャリア支援センターの3ͭのػ

ब職活動で໘ͯ͠いΔਐ࿏બશൠにͭいͯ、
「FBDF UP FBDF」のݸผ૬ஊ（ର໘・オンライン）をͬߦ
ͯい·͢。ݸʑのٙ・不҆・ҙࣝを学生本人ͱ૬
ஊһ͕ಉ時に؍٬తにଊ͑、分ੳ͢Δ͜ͱで、学生͕新
ͨな活動にࣗ信をもͬͯੵۃతに取りΊΔよ͏、一人ͻ
ͱりに͖Ίࡉかなアドバイスをͯ͠い·͢。

૬　　ஊ1

学生ಉ࢜のަྲྀ͕ਤれΔʠࢀՃܕz の支援ࣄߦを数多く
、い·͢。·ͨ、ब職キャリア支援ηンターにはͯͬߦ
2023年も年間でԆ740 のا業・ஂମのօ༷に͝
དྷ๚いͨͩいͯおり·͢。情報ަからಘͨ各業ք・ا
業の࠾༻動向をੵ・共༗͢Δ͜ͱで、࠷新動向を
ө͠ 「ͨ手ͮくり」の支援ࣄߦを։ͯ͠࠵おり· 。͢͜ ͏͠
ͨ支援ࣄߦにより、学生はリアルな情報をࣗらੵۃతに
ऩू͢Δ͜ͱ͕Մͱなͬͯい·͢。

支援2ࣄߦ

ใఏ3ڙ

˙ओͳब৬ΩϟϦΞࢧԉεέδϡʔϧʢ̎̌ ̎̏ ʣ

य़学ظ
ʻΨΠμンスʼ
ब活情報ఏڙΨイμンス
.FJKJ JPC TSJBM オリΤンςーション
オンライン海外インターンシοϓઆ明会
キャリアデβインゼミ オリΤンςーション

ʻࣗݾੳܥʼ
キャリア形支援ϓログラム
　（ϫーΫショοϓ、$0//E$T ）
キャリアデβインゼミ

ʻ業քࣄཧղܥʼ
ا業ݟ学会

ʻͦのଞʼ
.FJKJ JPC TSJBM ϓログラムઆ明会
ا業のઓから学Ϳಛผاը
ϫーΫショοϓ
՝ղܾのͨΊのൃྗཆϓログラム

ळ学ظ
ʻΨΠμンスʼ
̡ 理ܥର キrャリアデβインΨイμンス
ब活情報ఏڙΨイμンス
キャリアਐ࿏Ψイμンス（中野キャンパス）
オンライン海外インターンシοϓઆ明会
1#L 前આ明会ࣄ
ब活ΨイμンスˍなΜでも૬ஊ会
理ܥのਐ࿏Ψイμンス
ब活に向͚ͨࣗݾ分ੳˍ不҆ղফηミナー

ʻ業քࣄཧղܥʼ
ࢹܯி・東京ফி・ࣗӴୂ３ػ関合ಉઆ

明会
フΝーストアοϓ（ا業ొஃ）
ا業ݟ学会
文ܥ学生のͨΊの *T ମݧイベント

ʻͦのଞʼ
̡ 理ܥର マrイキャリアスΫール
՝ղܾのͨΊのൃྗཆϓログラム
1#L
産学連ܞϓロジΣΫト

学
部
１
・
２
年
生
向
け

キ
ャ
リ
ア
形
成

学
部
３
年
生
・
大
学
院
１
年
生
向
け

就
活
準
備
・
就
職
活
動

य़学ظ
ʻΨΠμンスʼ
ࠓから知ͬͯお͖ͨい内ఆ知ࣝ࠲ߨ
ब活のਐΊํηミナー
͜れからで͖Δ͜ͱ、リスタートηミナー
ا業動向հηミナー
ब活生のͨΊのリフレοシュηミナー

ʻ業քࣄཧղܥʼ
ཹ学生向͚合ಉا業આ明会

ʻબߟରܥࡦʼ
公務һࢤऀ向͚ٖ໘会

ʻ学内બߟձʼ
学内ا業આ明会・࠾༻બߟ会

ळ学ظ
ʻΨΠμンスʼ
ब活マスターΫラス
ଔ業ޙのਐ࿏に不͕҆͋Δํ向͚ηミナー

ʻ学内બߟձʼ
合ಉا業フΣア
学内ا業આ明会・࠾༻બߟ会

ʻͦのଞʼ
新ଔԠ援ϋローϫーΫのٻ人հ会

य़学ظ
ʻΨΠμンスʼ
ਐ࿏・ब職Ψイμンス
ब活フΝーストスςοϓΨイμンス
公務һインターンシοϓΨイμンス
̡ U*J ターンब職 知rͬͯお͖ͨい地ํब活の

ϙイント࠲ߨ
コミュニケーション͕ۤ手な学生向͚ब職Ψ

イμンス
ো͕いऀ࠾༻でのब職をͯ͑ߟいΔ学生ŋ保

向͚ब職Ψイμンスऀޢ
̡ 外国人ཹ学生ݶఆ ਐr࿏・ब職Ψイμンス

ʻࣗݾੳܥʼ
ࣗݾ分ੳ・1R ର࠲ߨࡦ

ʻ業քࣄཧղܥʼ
業ք・ࣄ研究ηミナー
業ք研究・ا業研究のͨΊのૅج知ࣝ࠲ߨ
ब活にཱͭデータベースߨ習会
ࢤا業పఈ研究ηミナー
公務һ（ߦ政職・技術職）ͱ͠ ͯのಇ͖ํη

ミナー
外国人ཹ学生ੵا༺࠾ۃ業によΔグローバ

ルキャリア࠲ߨ
フΝーストアοϓ（ا業ొஃ）
オンライン͠͝ͱମݧ

ʻબߟରܥࡦʼ
ච記ݧࢼର࠲ߨࡦ
インターンシοϓ E4 のඞউ法
理ܥのͨΊのࢤ動ػの࡞りํ࠲ߨ
グルーϓディスカοション࣮ફ会
動ը໘ର࠲ߨࡦ
ूஂٖ໘会

ळ学ظ
ʻΨΠμンスʼ
秋学期ब活Ψイμンス
ਪન੍Ψイμンス
ো͕い学生のͨΊのब職Ψイμンス

ʻࣗݾੳܥʼ
ࣗݾ分ੳ・1R ର࠲ߨࡦ

ʻ業քࣄཧղܥʼ
ࢤا業పఈ研究ηミナー
業ք・ࣄ研究ηミナー
పఈղઆʂ0#・0( ๚
研究・։ൃ職のリアル͕分かΔ࠲ߨ
内ఆऀ࠲ஊ会
公務һࣄ理ղηミナー
̡ 理ܥର rا業リΫルーターͱの࠙ஊ会

ʻબߟରܥࡦʼ
ච記ݧࢼର࠲ߨࡦ
Τントリーシートର࠲ߨࡦ
グルーϓディスカοション࣮ફ会
8E# ςストٖ受࠲ߨݧ
࣭ྗ࠲ߨ
ूஂٖ໘
理ܥのͨΊのࢤ動ػの࡞りํ࠲ߨ
̡ 理ܥର 技r術໘ର࠲ߨࡦ
シン・໘会（࣮ફ・ٖ໘会）
࣭ٯ࠲ߨ

学
部
４
年
生
・
大
学
院
２
年
生
向
け

就
職
活
動

人のొはٻ
ͪ͜らから

.�$BSFFSΠϝーδਤ
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ੈ、ࠓ ք͕ٻΊͯ いΔ
ௐੑに長͚ڠ、ʯݸいʮڧ ʮͨݸʯを
明治大学は育 ·ͯ͢ 。

学෦・大学Ӄ

๏学 ݚ ڀ Պ

 学 ݚ ڀ Պ

治ࡁܦ学ڀݚՊ

ՊڀݚӦ学ܦ

จ 学 ݚ ڀ Պ

ཧ学ڀݚՊ

 学 ݚ ڀ Պ

ใίϛϡχέーγϣンڀݚՊ

ՊڀݚཆσβΠンڭ

ઌ数ཧՊ学ڀݚՊ

国ࡍຊ学ڀݚՊ

άϩーόϧ・ΨόφンスڀݚՊ

大 学 Ӄ

๏ 学 ෦

 学 ෦

治ࡁܦ学෦

ܦ Ӧ 学 ෦

จ 学 ෦

ใίϛϡχέーγϣン学෦

ཧ  学 ෦

 学 ෦

国ࡍຊ学෦

૯߹数ཧ学෦

学 ෦

ΨόφンスڀݚՊ

άϩーόϧ・ϏδωスڀݚՊ

ձܭઐ職ڀݚՊ

๏  ݚ ڀ Պ

ઐ  職
大 学 Ӄ

　　　　グローバルମݧ

ੈքΛಈ͔͢
ʮະདྷ։ྗʯΛҭΉ
明治大学は、国内外の༷ʑな՝にରቂ͠、ࣗら時代を
りく「前」のਫ਼神をͪ࣋、ղܾࡦの道ےをࣔ͢͜
ͱ͕で͖Δ人ࡐを育͠· 。͢新ͨな時代、多༷なՁ؍
の中で、ͱもに学び共͢Δੈքトοϓレベルの教育ྗを
国内外から多༷な学生を受͚ೖれΔͱ、͠ࢦ大学をͭ࣋
ͱもに、ੈքにઓ͢Δ学生を支援ͯ͠ い· 。͢

　　　　ब職キャリア支援

ѹతͳ࣮・ॊೈͳαϙーτͰ
ʮݸʯΛকདྷʹಋ͘
高校のਐ࿏ࢦಋ教་͕બͿ「ब職にྗをೖれͯいΔ大学」
ランキングで、１３年連ଓ１Ґにબग़されͯい· 。͢多࠼な
支援ࣄߦの࣮ࢪ、ಠࣗのબߟରࡦ、教職һのサϙート
ମ੍のॆ࣮なͲ͕、高くධՁされͯい· 。͢※大学通信ௐ

（ࠪ２０２２年１０月ൃද）より

　　　　アΫςィブラーニング

野Λ越͑ͯ ओମతʹ学ͼɺ
ଟ࠼ͳʮݸʯのྗΛ身ʹ͚ͭΔ
さらに国際Խ͕ਐΉࠓࡢ。ੈքを台に活༂͢Δ人ࡐにٻ
ΊられΔのは、分野の֞根をӽ͑ͯ広く物ࣄをଊ͑Δࢹ点
で 。͢明治大学には、ͦΜなࢹ点をに͚ͭΔ͕ڥͬ
ͯい· 。͢
ˎゼミは１０～２０人نで１・２年次から։࢝。

 ˎ１コマ１００分のत業を５０分͝ͱのϞジュールに区分͠、
アΫςィブないํ͕Մ。
 ˎླཱྀ 学にઓ͢͠いڥを͑ΔͨΊ、２学期４ターム
੍ಋೖ。

ˎ 1#L（՝ղܾܕ学習）त業のల։。

1

2

3

　　　　高水準の研究ڥ

ࣾձʹ͢ݙߩΔ
業ͰੈքʹΉࣄڀݚ
文ྖܥҬから理ྖܥҬ·で、Պ学研究අをは͡Ί、༷ʑな
公తࢿ金に࠾され·͠ ・業ͱの受ୗ研究ا、ͨ·。ͨ
共ಉ研究、学術研究ྭد付の受͚ೖれ、外部ஂମの
研究ॿ金の֫ಘ、෯広く外部研究ࢿ金を֫ಘͯ͠ い·

。͢総合大学ならではの多༷な知を生か͠、研究によΔࣾ
会ݙߩをͯ͠ࢦ い· 。͢

　　　　都৺ܕキャンパス

ੈքのใ͕ूੵ͢Δ
東ژͰܹతʹաご͢
駿河台キャンパスのد࠷り駅、御茶ノ水駅は、東京駅から
の車時間͕Θͣか５分。和泉・生田・中野キャンパスも、
都৺からアΫηスൈ群で 。͢શ国の学生ͱग़会͑Δのも都
৺ܕ大学ならでは。·ͨ海外の大学ͱのఏܞにより、ੈք
中から多くのཹ学生を受͚ೖれͯい· 。͢

4

5
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法曹養成だけでなく、՝解ܾ力にΉ、社会と
人間について深いಎ力を࣋つ人材を育成。
法ؔ科目はもͪΖΜ、国際社会で活躍する人
材を育てる外国語教育や国際交流がΜ。
গ人数で行われるθミナール教育でプレθン
テーション能力や問解ܾ能力の上を目ࢦす。

「法曹」「公共法務」「ビジネスロー」「国際ؔ法」
「法とใ」の̑コースを設置。

๏　�ֶ　�෦ �学科
�ίʔε

人ؒੑ・ੑࡍࠃにཪଧͪ͞ Εた
ϦʔΨル・ϚΠϯυͷ育成

学専門ԋशと総合学際ԋशのಉ࣌履修で、՝
の断能力を養う。
自༝に履修できる̓つの専門コースで学の࠷
ઌ分野の知識を幅広く身に付ける。

「域・࢈学࿈ܞによる自主・自立型実践教育」
をಋ入。主体性をもってಇく力を養う。
海外研修科目や多ݴ語４年間一؏教育を通じて、
グローバル経済社会で活躍できる能力を養う。

　ֶ　෦ �学科
�ίʔε

Ϗδωεͷ࠷લઢで活躍できる
人ؒ力ͷ育成

গ人数のԋशࣜܗを中心としたカリキュラム。
θミࢦಋ型コース制。
一ൠ的知識と広い教養を修得。
多彩なリベラルアーπ科目。
各分野の࠷ઌにいる人ʑから学ぶ。
応用科目としての「総合講࠲科目」。
世界で通用する力を身につける。
グローバルキϟリアܗ成（($%）プログラム。
Ҿʂݗ大学のグローバル人材育成を࣏໌
グローバル教育・留学プログラム。

ֶࡁܦ࣏෦ 3学科
�ίʔε

࣮ とֶڭཆを身にけ
ڧを͘「ݸ」 る͢ڭ育ͷ࣮ફ

経Ӧ学科、会計学科、公共経Ӧ学科の̏学科制。１年
次に経Ӧ学のશ体૾をѲし２年次から学科所属。
グローバル経Ӧ人材育成τラッΫ(3E"T、高度職業
会計人養成τラッΫ$"1・デジタル経Ӧ人材開ൃτ
ラッΫ%*(*Tを設置し、ビジネスリーμーを養成。
体ݧ型授業やプロジェΫτ・ベースυ・ラーニング、アΫ
ティϒ・ラーニングを積極的にಋ入し、ڧい「ݸ」を養う。
ローカルからグローバル、ӦརからඇӦརにわた
る幅広い経Ӧ՝に対応できる人材を育成。

�Ӧ�ֶ�෦ܦ 3学科

「άϩʔόルܦӦ人材」と
「Ձ創造人材」ͷ育成

文学科、࢙学理学科、心理社会学科の̏学科１４
専߈で構成される。
文学を多角的にଊえ、幅広い教養を身に付ける目
的でଞ学科・ଞ専߈の科目履修が可能。
主体的に学ぶ姿勢を身に付け、自らの考えを積極
的にൃ৴できるようগ人数教育をపఈ。

「教員」「学ܳ員」「社会教育主事（社会教育࢜）」「࢘ॻ
（学࢘ߍॻのϞデルカリキュラムをؚΉ）」「࢘ॻ教
་」の֨ࢿ取得が可能。

文　ֶ　෦ 3学科
��ઐ߈

ॆなઐࣝを身にけɺ
人ؒɺҟจԽを理ղ る͢力をຏ͘

１ʙ４年次までஈ֊的に履修するগ人数θミナール
を設置し、自ら問をൃݟ・解ܾできる人材を育成。
自身のڵຯ・ؔ 心のある科目を自༝にカスタϚイζし
ながら、多角的に人と社会にアプローνする力を養う。
学生による取りΈを࣠としたアΫティϒラーニングの科
目を多数用ҙし、創造と表現を実践しながら、主体性を養う。
語学以上のԿかを現でつかΉことを目的とし
た「ミッション（目的）行型」留学を用ҙ。

ใίϛϡχέʔγϣϯֶ ෦ �学科

情報ࣾձをղき໌ߴ ͔͠ ɺ
ͻとつઌͷະདྷを創造できる人材を育成

学　෦　　հ

�ຊ

࣏�

ࡍ�ࠃ

ࡁ�ܦ

文�Խ ࣾ�ձ

Δ͑ߟ

�Ҭ

࢙ྺ
国際

政治学  
経済

政ࡦ

経済学
ࣾ会

代ݱ  
分ੳ

データ

スϙーπ
࢙ྺ
ൺֱ

代ݱ
ࢥ


ҙࣝ時代ௐࠪ
ޫ؍
活ੑԽ

産業
フィールドϫーΫ

Δ͑ߟ

ࣾ�ձ

ίϛϡχ
έʔγϣϯ ཆڭ

国ࡍ
৺ཧ

ϝσΟア

�

� දݱ�

�ใ

Ո
৫ 
ジΣンμー
業ا 

  

  代ݱ

フΝοション
ൃ信

文Խ
ௐࠪ

ࣗવՊ学
ߦྲྀ
Өڹ

動ߦ

分ੳ

�
ൃ�ද

ߟ Δ͑

法
  ྫ
࿑ಇ法

ディベート
アメリカ

    中国
  EU

ൺֱ文Խ

ਂく
文Խ知ࣝ  

法తに
ௐΔ

ϓレゼン
ゼミナール 

ディスカοション
レジュメ

法ܐ
民法
法ݑ

ࡍ�ࠃ

ϚʔέςΟϯά
ফඅऀ
商品
広ࠂ

Ϛωδϝϯτ

�文

�ੳ

業ا
ઓུ

ΞϓϥΠυɾ
ΤίϊϛΫε

日本
アジア

政ࡦ

άϩʔόϧɾ
Ϗδωε

қ
ൺֱ

ゼミナール
ϓレゼン
ൃද
ӳޠ

ΫϦΤΠςΟϒɾ
Ϗδωε

フΝοション
ベンチャー

ΞΧϯςΟϯά
分ੳ

理会ܭ
ܭ務会ࡒ

ௐࠪ
活動

地Ҭ

ϑΝΠφϯε̱
ΠϯγϡΞϥϯε

 ࢿ
通՟
 保険

Δ͑ߟ
�ຊ

ޠ�ݴ

�࡞

�࣌

ݹߟ
     地理
       文Խ
࢙ྺ       
      എܠ
    関৺

ӳޠ
  日本ޠ
学ޠݴ   
  ౷ޠ
フランスޠ

ドイπޠ文学
ಡΉ 

ਂΊΔ
දݱ

中ੈ  
ۙ代　　

アメリカ 　　
イギリス 　　
フランス 　　

政治　　
फ教  

өը
ԋܶ

ࢥ

ࣾ会
　代ݱ    

ߟ      
৺理

      学

ۀ�ا

ϚʔέςΟϯά

ձܭ�

経営
   ൺֱ
    活動
    マーケςィング
  グローバル
ઓུ

グローバル
グルーϓ
ઓུ

ϓレゼン会ܭ学
理会ܭ
ܭ務会ࡒ 
情報

知ࣝ

�ੳ
༻いΔ

データ 
౷ܭ学

文

�ຊ
経営   

文Խ　 
海外   

ʦ֤学෦ਤදʧຊ学学生のٻ職ొの͏ͪ ʮڀݚ内༰͘͠ ྗΛ͍ͩत業内༰ʯͰ༻ͨ͠ࢺ別
্Ґ出۟ޠݱੳɺରԠੳɺىڞωοτϫーΫੳのΈ߹ΘͤʹΑΔの（2020年卒3年࣍ळ࣌）ɻ

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

5

1

2

3

4

1

2

3

4

15 16



人ྨとٿの՝に取りΉ、「学科・ܳ化
学科・生໋科学科・৯ྉڥ政策学科」の４学科。
多数の実ݧ・実शを設置。実学をॏࢹし現を通
じて理解を深める教育をࢫとする。
をྨثઌの研究に要求される高度な研究機࠷
උし、研究体制の充実をはかっている。
理系、社会科学系、人文科学系の教員が࿈ڠ・ܞ
力。ࢹڊ的に事象をѲ・対ॲできる知識を養う。

学　෦　　հ

　ֶ　෦
ະདྷにけて「৯ྉ・ڥ・ੜ໋」を
૯߹తにଊ る͑Պֶ

Δ͑ߟ

ڥۀ

৯�

ௐ�ࠪ

Ҩࢠ �ഓ

造ߏ
৯ײ
ൢ売

ղ明
 分ੳ

ݧ࣮ 
ൺֱ

๔ࡉ
 ػ
ղੳ  
มԽ 

メカニζム

   生産
    品種
     生育
    ඍ生物
  Խ学

ݯࢿ
     

地Ҭ     
日本　
経済     

農ଜ    
政ࡦ

ղ明
分ੳ

理ֶ���෦ �学科

ࣗવՊ とֶ数理を とૅ͠ て
ະདྷͷઌՊֶٕज़をΓ開͘ 人材を育成

Δ͑ߟ

ݧ�࣮

ϓϩάϥϛϯά

ϓϨθϯ
ςʔγϣϯ

ઃܭ�
A*
 アルΰリζム
ιフトΤア

ޠݴ
数学

時間
ۭ間
୳ٻ
ٴ

ݟൃ

数学
時間

ۭ間
୳ٻ
ٴ

ݟൃ

݁Ռ
ߟ
理

ઓུ

物理
Խ学

ؾి
ցػ

কདྷͲのよ͏なՊ学技術分野にਐΜでも、理తなࢥ
ࡐ人ܥをもͬͯະ知の՝にॊೈにରॲで͖Δ理ߟ
を育ͯΔ。
高な研究設උを༻い࣮ͨફ教育により、デβイン
ྗᷓれΔ技術ऀ研究ऀを育͢Δ。
গ人数ゼミナールなͲの教ཆ教育ͱෳ数外国ޠ教育に
より、ྺ࢙・文Խࣾ会にର͢Δ理ղ、๛かな国際ײ
֮ͱコミュニケーションྗを育ͯΔ。
学Պの֞根をӽ͑ͨΫラスฤにより、ҟなΔ専門分
野をͭ࣋学生間のަྲྀをଅਐ͢Δ。

ʦ֤学෦ਤදʧຊ学学生のٻ職ొの͏ͪ ʮڀݚ内༰͘͠ ྗΛ͍ͩत業内༰ʯͰ༻ͨ͠ࢺ別
্Ґ出۟ޠݱੳɺରԠੳɺىڞωοτϫーΫੳのΈ߹ΘͤʹΑΔの（2020年卒3年࣍ळ࣌）ɻ

�学科

1

2

3

4

1

2

3

4

ロボοト
建ங

製ਤ
ڥ
設උ
ࢉܭ

シスςム
分子
ྉࡐ

2024年4月現在

学　Պ ໊ࣨڀݚ ໊ࢯһڭ ໊ࣨڀݚ ໊ࢯһڭ ໊ࣨڀݚ ໊ࢯһڭ

ࢠిؾి
生໋学Պ

法・ηンシング工学ߤ
通 信 技 術
生 ໋ 情 報 Պ 学
スマートメカトロニΫス
ネοトϫーΫトシスςム੍御
半ಋମナノςΫノロジー
݈ ߁ ҩ 工 学
ྉࡐΤネルギーؾ࣓ؾి
 ճ ࿏ ػ 

 ౢ 　 武
井Ո্࢙
 田 ༗ 理
ҏ ୮ 　 ୖ
ҏ ਧ ཽ 
小 ໆ ް ࢤ
小 野 ٷ ֆ
小 ݪ 　 学
ֿ ݪ ར 一

オϓトバイオΤレΫトロニΫス
༗ػ分子・バイオػࡐྉ
ෳ 合 情 報 ॲ 理
ి ྗ シ ス ς ム
バイオ・マイΫロデバイス
ి ػ シ ス ς ム
大نෳࡶシスςム
ೝ 知  Պ 学
ू ੵ ճ ࿏ シ ス ς ム

উ ມ 　 ༟
Ճ ౻ 徳 ߶
ח 田 ߂ ೭
川 㟒 ষ ࢘
工 ౻  ೭
保田णٱ
熊 野 র ٱ
ౢ田総ଠ
関根かをり

ޫ 通 信 工 学
༗ػ分子ΤレΫトロニΫス
 ి ಋ Ԡ ༻ 技 術
知  情 報 Պ 学
生 ମ ܭ ଌ
パϫーΤレΫトロニΫス
ػ  デ バ イ ス
知  信 ߸ ॲ 理
 動 信 ߸ ॲ 理 ճ ࿏

中ଜकཬ
野 口 　 ༟
野 ଜ 新 一
保 ࡔ  明
 野 　 
前 川 佐 理
三 Ӝ 　 ొ
ଜ ্ ོ ܒ
和 田 和 千

学Պցػ ػ  デ β イ ン
ߤ ۭ ߏ 造 ࡐ ྉ
ػ ց ੍ 御 シ ス ς ム
ロ ボ ο ト 工 学
 ڥ  学

石 田  子
岩 ງ 　 ๛
Ճ ౻ ܙ ี
ࠇ 田 ༸ ࢘
小 ྛ ݈ 一

ػ ց μ イ ナ ミ Ϋ ス
ྲྀ ମ 工 学
ػ ց Ճ 工
ビーΫルμイナミΫス
ઌ  Ճ 工 シ ス ς ム

ᜊ ౻ 　 জ
Ḇ ݪ 　 ५
ᖒ 野 　 
 葉 ଠ 一
田 島 ਅ ޗ

ྲྀ ମ ྗ 学
ミ Ϋ ロ  工 学
ࡐ ྉ ڧ 
ࡐ ྉ ྗ 学
ܭ ଌ 情 報

中 　 ٢ ࢚
中 ผ 府 म
ೲ  ॆ ༤
দ ඌ  摩
宮 城 ળ 一

ցใػ
学Պ

 ڥ 情 報
シ ス ς ム ੍ 御
ࡐ ྉ シ ス ς ム
ܭ ଌ 工 学
੍ 御 工 学

૬ ᖒ  ࠸
Ѩ 部  人
༗ 川 ल 一
石 ݪ ߁ ར
市 ݪ ༟ ೭

設 ܭ シ ス ς ム
マニピュレーション
ྲྀ ମ デ β イ ン
Τネルギーシスςム
ιーシャルロボςィΫス

井 ্ શ 人
小 ᖒ ོ ଠ
ُ ୩  ݑ
川 南 　 ߶
木 本 ॆ 

設 ܭ 工 学
ݻ ମ ྗ 学
情 報 ౷ ܭ 学
ෳࡶロボοトシスςム
ػ ց ྗ 学

ؘ 野 ण ৎ
田 中 ७ 
永 井 ٛ ຬ
新 山 ཾ 馬
দ 岡 ଠ 一

ங学Պݐ 建 ங ・࢙ 建 ங 
建 ங  ڥ ܭ ը
建 ங ۭ 間 
木 ࣭ ߏ 造
建 ங ߏ 法 ܭ ը
地 Ҭ デ β イ ン
シ Σ ル・ ۭ 間 ߏ 造

青 井  人
্野Ղ奈子
大 河 内 学
ֿ 川 ٱ ޫ
門  ߞ 三
川 島 ൣ ٱ
熊 ୩ 知 

ߏ 造 ྗ 学
建 ங ࡐ ྉ
建 ங  ڥ 工 学
建ங・アーバンデβイン
  ߏ 造
建 ங ܭ ը・ 設 ܭ
建 ங ߏ 造

小 ྛ 正 人
小 山 明 男
ञ 井  ࢘
佐ʑ木
Ꮾ 　 ᔊ ༤
田 中 ༑ ষ
富 ᖒ ప 

建 ங  ڥ デ β イン
建 ங 生 産
建 ங 設 උ
建 ங ܭ ը
都 市 ܭ ը

Ṥ 山 ګ ॿ
দ  ߊ 一
ޫ 永 Җ 
連 ༐ ଠ ࿕
山 本 ढ़ ࠸

Ԡ༻Խ学Պ 生 ମ 関 連 ࡐ ྉ
ݻ ମ Խ 学
デ バ イ ス Խ 学 工 学
ΤネルギーมԽ学
ࡐ ྉ Խ 学 工 学
合  ༗ ػ Խ 学

૬ ᖒ 　 क
石 川 ݠ ೋ
石 ඈ  和
岩  ݦ ल
大  ๕ 信
小 川 ख़ 人

デ ー タ Խ 学 工 学
์ ࣹ Խ 学
ػ  ༗ ػ Խ 学
ਫ਼ ີ ༗ ػ  Ԡ ੍ 御
ઌ  ػ  ࡐ ྉ
ແ ػ ࡨ ମ Խ 学

金 子 ߂ ণ
小  ༟ 
田 ݪ 一 
 本 ߊ ٱ
永 井 一 ਗ਼
長 ඌ ݑ 治

Ԡ ༻ 物 理 Խ 学
ఱ વ 物 Խ 学
生 物 Խ 学
ແ ػ ݁ থ Խ 学
ແ ػ ࡐ ྉ Խ 学

ਂ ᖒ ྙ 子
本 多 و ೭
本田Έͪよ
զ 田 　 ݩ
 ᬒ ༑ ྄

ใՊ学Պ 数 理 ࠷ ద Խ
コ ン ピ ュ ー タ 設 ܭ
ι フト  Σ ア Պ 学
 ࢄ ア ル ΰ リ ζ ム
情 報 η キ ュリ ς ィ

൧ ௩ ल 明
井 口  ༸
岩 㟒 ӳ ࠸
小 ྛ ߒ ೋ
ᜊ ౻  道

 Σ ブ サ イ Τ ン ス
コンピュータアーキςΫチャ
ι フ ト  Σ ア 工 学
人 工 知 
知ロボοトシスςム

∁ 木 ༑ ത
అ 　 ར 
ૣ 川 ஐ 一
ྛ 　 ཅ 一
দ 田 ঊ ະ

高ੑ並ྻػࢉܭシスςム
ը ૾ Ԡ ༻ シ ス ς ム
 知  学
知త情報ॲ理シスςム

宮 島 ܟ 明
宮 本 ཾ հ
向 井 ल 
ԣ 山 大 ࡞

数学Պ 数 学 第 １０
数 学 第 ３
数 学 第 ６
数 学 第 ２
数 学 第 ５

 野 和 
小 ྛ ູ प
ࠓ 野 　 
ࡔ ݩ  ࢤ
中 島 ल ଠ

数 学 第 １５
数 学 第 １２
数 学 第 １
数 学 第 ９
数 学 第 １１

長 ༑ ߁ ߦ
中 ଜ  男
໊ 和 ൣ 人
野 ݪ ༤ 一
ኍ  फ ޫ

数 学 第 １４
数 学 第 ４
数 学 第 ８
数 学 第 ７

দ 岡  ೭
宮 部 ݡ ࢤ
 崎  ढ़
٢ 田 ঘ 

ཧ学Պ レ ー β ー 物 理
ݪ 子・ ޫ Պ 学
ミ Ϋ ロ ి 子 物 ੑ
物 ੑ 理 
Ӊ  物 理 ࣮ ݧ

小田島ਔ࢘
金 本 理 奈
٠ 地 　 ३
ೇ  ത 明
佐 ౻ ण ل

地 ٿ 内 部 物 理
ޫ 物 ੑ
地ٿ・大ؾ物理
ྔ 子 ޫ 学
ઇ ණ 物 理 学

新 ໊ 良 հ
ླ 木 ོ ߦ
ླ 木 ल 
ཱ 川 ਅ थ
長 島 和 ໜ

生 物 物 理 第 ２
ྲྀ ମ 物 ੑ
生 物 物 理 第 １
ྔ 子 ݻ ମ 物 ੑ
ૉ ཻ 子 

平岡和Ղ子
平 野 ଠ 一
ޫ武ѥ代理
҆ 井  
ԣ 山 大 ี

2024年4月現在

学　Պ ໊ࣨڀݚ ໊ࢯһڭ ໊ࣨڀݚ ໊ࢯһڭ ໊ࣨڀݚ ໊ࢯһڭ

学Պ ࡞ 物 学
生 産 シ ス ς ム 学
২ 物 育 種 学
動 物 生 産 学
動 物 Ҩ  ࢿ ݯ 学
動 物  ڥ 学

Ԙ  文 ོ
 田 ܟ
丸 ڮ 
佐ʑ木༽հ
ߔ 口 ߁
川口ਅ以子

২ 物 ප 理 学
Ԡ ༻ ࠛ  学
২ 物 線  学
Ռ थ 園 ܳ 学
野 ࡊ 園 ܳ 学
Ֆ ი 園 ܳ 学

大 ཬ म 一
ࢳ 山 ڗ
新  良 治
岩 㟒  人
ݩ 木 ޛ
半 田 高

Ԡ ༻ ২ 物 生 ଶ 学
 ڥ ؾ  学
 ڥ デ β イ ン
 地 ࢿ ݯ 学
水 ࢿ ݯ 学
地 Ҭ  ڥ ܭ ը

 本 એ
 㟒 ༑ ࢚
ੁ 野 ത ߩ
ొ ඌ ߒ ॿ
小 島 信 
 部 ढ़ 

ܳԽ学Պ ৯ 品 生 Խ 学
৯ 品 ҆ શ ݈ ߁ Պ 学
৯ 品 ػ  Խ 学
ൃ ߬ ৯ 品 学
৯ 品 工 学
ӫ ཆ 生 Խ 学

 中 ຑ 子
長 田 ګ 一
石 丸 ت ࿕
山 田 千 ૣ
中 ଜ 
金子ݡଠ࿕

生 物 物 理 学
ή ノ ム ඍ 生 物 学
২ 物 ੍ 御 Խ 学
ఱ વ 物 ༗ ػ Խ 学
ケミカルバイオロジー
  ݍ Պ 学

ླ 木 ത ࣮
島 田 ༑ ༟
 ށ ٛ ࠸
ߥ ୩ ത
ٱ 城  
Ճ ౻ խ 

২ 物  ڥ ੍ 御 学
ඍ 生 物 Խ 学
 ڥ 分 ੳ Խ 学
バイオςΫノロジーڥ
ඍ 生 物 Ҩ  学
ඍ 生 物 生 ଶ 学

田 ാ ྄
ଜ্प一
҆ 保 ॆ
小 山 内 ਸ
前 田 理 ٱ
中 島 य़ ࢵ

生໋Պ学Պ ή ノ ム ػ  工 学
 ڥ Ԡ  ২ 物 学
২ 物 分 子 生 理 学
২ 物 ద Ԡ ੍ 御 学
ࡉ ๔ 情 報 ੍ 御 学
メディカル・バイオΤンジニアリング

大  ५
賀 དྷ 華 ߐ
川 ্  人
高 ڮ  थ
ށ ଜ ल 明
長ౢൺ࿊ࢤ

ඍ 生 物 工 学
生 ମ ػ ߏ 学
分 子 ൃ 生 学
生 ମ ػ  物 ࣭ 学
動 物 ӫ ཆ 学
動物࠶生シスςム学

 本  子
長  و 広
٢ 田 ݈ 一
 ล  人
ઙ প  人
ס խ ࢙

生 ମ ੍ 御 学
ϓ ロ ς オ ミ Ϋ ス
২ 物 ൃ 生 ੍ 御 学
動 物 生 理 学
 ڥ Ԡ  生 物 学

河野ࡊఠ子
ل ౻ ܓ 治
田 中 ത 和
中 ଜ  ത
٢ 本 ޫ ر

৯ྉڥ
ࡦ学Պ

৯ ྉ  қ 
フ ー ド シ ス ς ム 
৯ ビ ジ ネ ス 
৯ ྉ 農 業 ࣾ 会 学
農 業 政 ࡦ 

࡞ 山 
大 ߐ ప 男
中 ౢ ৾ ࡞
ย 野 ༸ 平
ڮ 口  

農 業マネジメント
国 際 農 業 経 済 
国 際 ։ ൃ 
 ڥ 経 済 
ࢿ ݯ 経 済 

 本 田 ࣋
　　ڿ ߶
 ্ জ ӳ
ኍ 政  生
౻ ӫ ߶

 ڥ ࢿ ݯ 会 ܭ 
 ڥ ࣾ 会 学
地 Ҭ Ψ バ ナ ン ス 
共 生 ࣾ 会 

本 ॴ ༃ ത
市 田 知 子
小田徳ඒ
岡 通 ଠ 

学Պڞ௨ アグリサイΤンス※１ 岩 㟒 ହ 永 フィールドઌ農学※１ ҏ ౻ ળ 一 ӳ ޠ 農 学 ※２ マΫタΨートɼイアン

※１　理系３学科共通
※２　４学科共通
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（総合数理学部）

౷ ܭ Պ 学
ඇ線形ภඍ分ํఔࣜ
౷ܭՊ学・ػց学習
アΫチュアリー数理
数 理 生 物 学
インタラΫςィブメディア
ŠƃűƅœŖŦŞƄŽŲŎŕŞţŊŰƄŖŧŒſűœŖŵƃŊŰƄŖŧŒſžŗžũŎ
イ ン タ ラ Ϋ シ ョ ン
Ի  情 報 ॲ 理
インタラΫションデβイン
スマートグリοド、ࢉܭ知（$*）
ロ ボ ς ィ Ϋ ス
並ྻ分ࢄコンピューςィング
ޫフΝイバ通信、ޫ ແ線通信、ޫ ଌ技術ܭ

中 ଜ 和 
ೋ 宮 広 和
ኍ  ળ 大
দ 山  थ
ए野༑一
福地݈ଠ
三 武 ༟ ݰ
宮 下 ๕ 明
森  ক խ
 ᬑ ܙ ଠ
森　  ܒ ೭
森 岡 一 
٢ 田 明 正
࢙  　ּ 

パターンൃ生ߏػの数理ղੳ
金融工学・Ԡ༻フΝイナンス
ݱ  数 理 学
数  ղ ੳ

コンピューςィングزԿ学
知֮情報ॲ理・生ମ情報ղੳ
ηキュリςィ、ϓライバシー
コミュニケーションメディア
ೝ 知 Պ 学、)$*/)A*
並ྻ分ࢄॲ理、大نデータղੳ
ΤネルギーネοトϫーΫ
ແ線通信・レーμー技術
データマイニング、知シスςム

 田  ଠ
  　ס 治
小 川 知 ೭
ܡ 田 ༞ ࢙

Ѩ ݪ 一 ࢤ
ߥ 川　  ܆
٠  ߒ 明
小 ྛ　  ູ
小 দ  徳
秋 岡 明 香
Ӝ 野 ণ 一
大 野 ޫ 平
ᓎ 井 ٛ ঘ

Ԡ༻数学・数ղੳ
トϙロジーͱزԿ学・数理物理
ྗ 学 葉、ܥ 層 ߏ 造
ք໘Խ学、ඇ線形Պ学

ηンサ・ネοトϫーΫ技術の融合
ө૾・ը૾ॲ理、ը૾ූ߸Խ
 次 トݩ ϙ ロ ジ ー
ͱインタラΫションࡧݕ
7R/AR、)$*、ήーム
生ମ分子のػ・ߏ造ղੳ
生ՄΤネルギー࠶ͱڥ
ց学習、データ分ੳػ
ス マ ー ト シ ς ィ

ギンμーΤリオοトA.
河 野 ढ़ ৎ
佐 ౻ ಞ ೭
 দ 信 

੪ ౻ ༟ थ
鹿 ᷰ ળ 明
ླ 木 正 明
中 ଜ ૱ ࢙
ڮ 本　  
佐ʑ木نو
田 ଜ　  滋
中 田 ༸ 平
福 山 良 和

学　Պ

数ཧ学Պݱ
໊ࣨڀݚ ୲ڭһ ໊ࣨڀݚ ୲ڭһ ໊ࣨڀݚ ୲ڭһ

ઌϝσΟア
αΠΤンス学Պ

ωοτϫーΫ
σβΠン学Պ

2023 年10月現在

※研究室は変更となる場合があります。

日本と世界諸国の社会システムや文化などを多角
的に学び、国際社会で活躍する力を身に付ける。

「英語で仕事ができるレベル」を到達目標とし、
英語で学位を取得できる English Track も設置。
留学や海外インターシップのプログラムが充
実。毎年２００人以上の学生が活用。
世界中からの外国人留学生と日本人学生の交
流機会も多彩。

ຊֶ෦ࡍࠃ １学科

「日本と世界をつなぐ」力を身につけて
世界を舞台に活躍できる人材を育成

数理科学とコンピュータの融合により、新しい
ものを創造していくことのできる人材を育成。
グローバル社会で必要とされる英語力と、知識
基盤社会を支える教養を身に付ける。
思考力や表現力を鍛え、主体的に学ぶ姿勢を、3年次
からの卒業研究では分析・体系化・表現力を養う。
学生と教員との距離が近く、コミュニケーショ
ンをはかりながら理解を深める授業が多い。

૯߹理ֶ෦ 3学科

「数理」と「情報」で新たなモデルを
創造・展開・発信

�ຊ ੈ�ք

ަ�ྲྀ
ޠ�ݴ

࣏�
จԽ

ࣾձ

ӳޠ
日本ޠ
習ಘ

ཹ学
ディスカοション 

理ղ 
イベント

経済
     ੈք
      アフリカ
     スΣーデン
     ௐࠪ
࢙ྺ

国際


Δ͑ߟ

౷
ϙοϓカルチャー

ൺֱ
国際

ώューマン

�理
ϓϩάϥϛϯά

�ੳ

γεςϜ

�ใ

࡞
Δ͑ߟ
技術
知ࣝ

ޠݴ

データ
ϓログラム   

༧ଌ 
Δ͑ߟ

͏
 Δ࡞

支援  
デβイン

ར༻

ධՁ
ఏҊ
コンピュータ

ݱ
ղੳ 

  ݧ࣮
シミュレーション   

Ϟデル

Պの֓ཁڀݚ֤

ઐ৬େֶӃは４つの研究科で構成されており、高い専門性が求められる職業分野を対象とし、公共政策のプロフェッ
ショナルを養成する「ガバナンス研究科」、国内でＭＢＡ取得が可能な「グローバル・ビジネス研究科」、高度会計専門職
業人を養成する「会計専門職研究科」、法曹を養成する「法務研究科」が実践的な教育を行っています。
ΨόφϯεڀݚՊٴͼάϩʔόϧɾϏδωεڀݚՊは、社会人を主対象とし、４月入学と９月入学を実施しています。授業
は平日夜間と土曜日を中心に、一部の集中授業は日曜や休日にも行い、仕事と学業の両立に配慮されています。また、所属
する企業・団体等が学費を負担して従業員を派遣する「企業・団体等派遣制度」を設けています。「企業・団体等派遣制度」
の詳細は、専門職大学院事務室（03-3296-2397）にお問い合わせください。
また、ձܭઐ৬ڀݚՊは、昼夜開講により平日夜間、土曜日及びメディア授業の履修により修了できる制度を実施し、社
会人学生を積極的に受け入れています。

େֶେֶӃは、１２の研究科で構成されており、研究科では総合大学であることを活かし、人文科学、社会科学、自然࣏໌
科学の幅広い領域で教育・研究が行われているため、総合的な学びに挑戦できます。各研究科とも国際化の推進や高度
な学問に挑戦するとともに、領域横断型のカリキュラムを通じて、継続的に学び続ける中で、高度化・複雑化する社会・
経済に対応するための論理的な思考を磨いています。

学　෦　　հ

ΨόφンスڀݚՊ

άϩーόϧ・ϏδωスڀݚՊ

ձܭઐ職ڀݚՊ

๏  ݚ ڀ Պ

ઐ  職
大 学 Ӄ

（公共政ࡦ大学院）

（ビジネススΫール）

（会ܭ大学院）

（法Պ大学院）

๏ 学 ݚ ڀ Պ

 学 ݚ ڀ Պ

治ࡁܦ学ڀݚՊ

ՊڀݚӦ学ܦ

จ 学 ݚ ڀ Պ

ཧ学ڀݚՊ

 学 ݚ ڀ Պ

ใίϛϡχέーγϣンڀݚՊ

ՊڀݚཆσβΠンڭ

ઌ数ཧՊ学ڀݚՊ

国ࡍຊ学ڀݚՊ

άϩーόϧ・ΨόφンスڀݚՊ

大 学 Ӄ

（公法学専߈、民ࣄ法学専߈）

（商学専߈）

（政治学専߈、経済学専߈）

（経営学専߈）

（農ܳԽ学専߈、農学専߈、農業経済学専߈、生໋Պ学専߈）

（情報コミュニケーション学専߈）

（教ཆデβイン専߈）

（国ޠ日本学専߈）

（グローバル・Ψバナンス専߈）
※തޙ࢜期՝ఔのΈを設ஔ͠、カリキュラムはશͯӳޠで࣮ࢪ

（日本文学専߈、ӳ文学専߈、文学専߈、
ಠ文学専߈、ԋܶ学専߈、文ܳメディア専߈、
（߈চ人間学専ྟ、߈地理学専、߈学専࢙

、߈ઌメディアサイΤンス専、߈数理学専ݱ）
ネοトϫーΫデβイン専߈）

、߈建ங・都市学専、߈ց工学専ػ、߈工学専ؾి）
Ԡ༻Խ学専߈、情報Պ学専߈、数学専߈、物理学専߈）

ʦ֤学෦ਤදʧຊ学学生のٻ職ొの͏ͪ ʮڀݚ内༰͘͠ ྗΛ͍ͩत業内༰ʯͰ༻ͨ͠ࢺ別
্Ґ出۟ޠݱੳɺରԠੳɺىڞωοτϫーΫੳのΈ߹ΘͤʹΑΔの（2020年卒3年࣍ळ࣌）ɻ 大　学　Ӄ・ઐ　　職　大　学　Ӄ　　հ

1

2

3

4

1

2

3

4
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業種別就職状況 就職キャリア支援センターのご案内

出身地別卒業生数・Uターン就職者数

文　系

理　系

男子 女子 Uターン
１２
１２
１０
８８
４０

１５１９
１５４

茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神奈川県

１０１
５５
６４

５６９
５１６

１５４７
１１２４

４２
２９
３３

３１０
２２７
８３９
５６３

関 東

男子 女子 Uターン
１
０
８
０
０
２

滋 賀 県
京 都 府
大 阪 府
兵 庫 県
奈 良 県
和歌山県

５
１６
４１
３０
１４

８

２
５

２０
１８

３
６

近 畿

男子 女子 Uターン
１
０
３
４
３

鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 県
山 口 県

５
３

２０
３８
１４

１
０
５

２４
７

中 国

男子 女子 Uターン
２
３
２
０

２３
４

青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県

１１
１８
３５

８
１４
３０

１１
５

１４
３

１３
１５

東 北

男子 女子 Uターン
１

１４
１７

０

岐 阜 県
静 岡 県
愛 知 県
三 重 県

３０
８５

１１３
２３

３
４０
５０

６

東 海

男子 女子 Uターン
４
３

１８

新 潟 県
山 梨 県
長 野 県

５０
２４
６７

２７
１０
２２

甲 信 越

男子 女子 Uターン
４
１
０
１

徳 島 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県

１０
１８
１１
１２

８
４

１２
５

四 国

男子 女子 Uターン
１
１
１

富 山 県
石 川 県
福 井 県

１９
１５
１２

１１
４
４

北 陸

男子 女子 Uターン
６北 海 道 ５５ ３３

北 海 道

男子 女子 Uターン
１０

１
１
１
１
１
３

福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県
熊 本 県
大 分 県
宮 崎 県
鹿児島県

５８
７
７

２３
１２
１９

７

２７
６
７
７
５
６

１２

九 州

男子 女子 Uターン
０沖 縄 県 ５ ７

沖 縄

建設業 1.9%

建設業
7.0%

製造業
12.5%

情報通信業
20.0%

卸売・小売業 8.5%
金融・保険業
14.0%

公務
7.4%

公務 2.9%

製造業
28.7%

情報通信業
28.3%

運輸・郵便業 3.5%

運輸・郵便業 1.4%

生活関連サービス・娯楽業 1.4%
サービス業（他に分類されないもの）4.2%

不動産・物品賃貸業 4.4%

不動産・物品賃貸業 2.5%

学術研究、専門・技術サービス業 12.8%

学術研究、専門・技術サービス業 8.6%

教育・学習支援業 2.8%

教育・学習支援業 2.0%
サービス業（他に分類されないもの）4.5%

金融・保険業 2.0%

左記以外の業種 6.6%

生活関連サービス・娯楽業 0.6%
左記以外の業種 5.4%

卸売・小売業 6.1%

男子１８７　女子２５０
アメリカ合衆国・アルゼンチン・イタリア・
インドネシア・オーストラリア・カンボジア・
キルギス・スリランカ・タイ・ネパール・
バングラデシュ・フィリピン・ブラジル・ベトナム・
マレーシア・ミャンマー・ロシア・韓国・香港・
台湾・中華人民共和国・

海　　外

（2024年3月卒業・修了者）

（2024年3月卒業・修了者）

※夏季休業期間　８月１日～９月１９日　９：３０～１６：００
　　　　　　　　（８月１０日～８月１６日は休業）
※冬季休業期間　１２月２５日～１月７日は休業
※和泉キャンパスは夏季休業期間および２・３月は閉室。

駿河台キャンパス
就職キャリア支援センター（駿河台キャンパス）
法学部・商学部・政治経済学部・文学部・経営学部・
情報コミュニケーション学部（各学部３・４年次）
大学院・専門職大学院

〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　大学会館 2 階
TEL:03-3296-4233　FAX:03-3296-4238
■JR 中央線・総武線、東京メトロ丸ノ内線 / 御茶ノ水駅　下車徒歩３分
■東京都千代田線 / 新御茶ノ水駅　下車徒歩５分
■都営地下鉄三田線・新宿線、東京メトロ半蔵門線 / 神保町駅　下車徒歩５分

　　　　　 平日９：３０～１７：００（１１：３０～１２：３０を除く）※受付時間

和泉キャンパス
就職キャリア支援センター（和泉キャンパス）
法学部・商学部・政治経済学部・文学部・経営学部・
情報コミュニケーション学部（各学部１・２年次）、大学院

〒168-8555　東京都杉並区永福1-9-1　第一校舎1階
TEL:03-5300-1432
■京王線・井の頭線 / 明大前駅下車　徒歩５分

　　　　　 平日１２：３０～１６：３０※受付時間

生田キャンパス
就職キャリア支援センター（生田キャンパス）
理工学部・農学部（各学部１～４年次）、大学院

〒214-8571　神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1　中央校舎１階
TEL:044-934-7584　FAX:044-934-7903
■小田急線（準急・通勤準急・各駅停車）/ 生田駅下車、南口から徒歩１０分
■小田急線「向ヶ丘遊園駅」北口下車→小田急バス「明大正門前」で終点

　　　　　 平日９：３０～１７：３０（１１：３０～１２：３０を除く）※受付時間

中野キャンパス
就職キャリア支援センター（中野キャンパス）
国際日本学部・総合数理学部（各学部１～４年次）、大学院

〒164-8525　東京都中野区中野 4-21-1　高層棟６F
TEL:03-5343-8090　FAX:03-5343-8092
■JR 中央線快速・総武線、東京メトロ東西線 / 中野駅下車　北口より徒歩８分

　　　　　 平日９：３０～１７：００（１１：３０～１２：３０を除く）※受付時間

明治大学就職キャリア支援センター
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